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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、『隋書』音楽志上・中・下の本文校訂と訳注作成を行い、その訳注の検討を通

して、南北朝末期から隋王朝へと各王朝の音楽及びその制度が整理・統合されていく過程を明

らかにした。南朝では梁王朝によって雅楽が整備され、陳王朝を経て、隋王朝の雅楽改革へと

影響すること、北朝では中原以外の楽が中原の楽と融合しつつ隋王朝の雅楽や燕楽に吸収され

てゆく過程などを辿り、南北朝から隋へと至る宮廷音楽の変遷を解明することを試みた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In the study we have translated and revised “Sui shu Yin yue zhi.”  Moreover, 
through the analysis of the revised text, we have revealed the process through which 
Court music and its system had been arranged and integrated from the end of Northern 
and Southern Dynasties to the Sui Dynasty. We have also clarified the transition of Court music 
from the Northern and Southern Dynasties to the Sui Dynasty.  That is to say, in the Southern 
Dynasties, the Liang Dynasty reformed Court music. The reformation, through the improvement 
by the Chen Dynasty, had a great influence on the development of Court music by the 
Sui Dynasty.  Furthermore, in the Northern Dynasties, the legitimate music and illegitimate 
music were united into a new style of Court music, and then it was assimilated into the formal and 
informal music of the Sui Dynasty. 
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１．研究開始当初の背景 

平成１４～１６年度に文部科学省科学研究

費（基盤研究（C)：課題名「六朝の楽府と楽

府詩」、研究代表者：神戸大学 釜谷武志）

で得られた成果、すなわち南北朝以前の楽府

と楽府詩に関する研究成果を発展的に継承

し、南北朝期の楽府詩と楽府詩を多角的に研

究することを企図した。 

 
２．研究の目的 

 本研究では、文学・歴史・思想・音楽など

の各領域の研究者が協力分担し、幅広い領域

の知見を結集することによって、南北朝期の

楽府と楽府詩の問題を、多角的な視点から解

明することを企図した。 

 具体的な検討課題として『隋書』音楽志を

取りあげ、その本文の校訂と詳細な注釈の作

成を行う。また併せて六朝から唐にかけての

楽府関係資料を収集整理し、『隋書』音楽志

とともに研究上の活用に供するとともに、南

北朝楽府に関する諸問題を解明することを

目的とした。 

 
３．研究の方法 

『隋書』音楽志本文の厳密な校訂を行い、

詳細な注釈と現代語訳の作成にあたる。具体

的には、研究代表者を中心として分担者をま

じえつつ、訳注の草稿を事前に作成して各メ

ンバーのもとに送付し、十分な検討を踏まえ

た上で会合をもって内容を議論する。 

この基礎的作業をもとに、以下の南北朝の

楽府と楽府詩をめぐる諸問題を考えること

とする。 

①南北朝楽府関係資料の収集と整理 

②楽府詩の創作面・表現面からの研究 

③楽府詩の受容と場に関する研究 

④楽府の制度的側面の研究 

⑤楽府詩の思想的背景の研究 

⑥楽府の音楽的側面の研究 

 
 
４．研究成果 

（１）『隋書』音楽志上・中・下の本文校訂

と訳注作成 

 『隋書』音楽志の本文校訂と詳細な訳注を

作成し、その訳注稿の検討を通して、南北朝

楽府に関する諸問題を検討。訳注の検討成果

は、「隋書音楽志訳注稿」と題して、学術雑

誌『中国学研究論集』に掲載し、公表した。 

（２）南朝末の雅楽整備と改革の解明 

 梁武帝による雅楽の整備とその改革が、そ

れ以前の宮廷音楽とどのような関係にある

のかということ、またその整備・改革の意図

を明らかにすることができた。この梁武帝に

よって整備された南朝の宮廷音楽が陳王朝

を経て、隋王朝の宮廷音楽にどのような形で

取り込まれ、北朝の宮廷音楽とどのように関

わりあっていくのかということを明らかと

した。 

（３）北朝の宮廷音楽の沿革とその実態の解

明 

 北魏から北斉・北周に至る北朝側の宮廷音

楽の沿革とその実態を解明すべく、分析と検

討を重ねた。その結果、北魏から北斉・北周

までの間、北朝の宮廷音楽が、『周礼』の記

述に依拠して制度を整え、そこに西域系の楽

曲と旧来の雅楽を織りまぜつつ、次第に整備

されてゆく過程を明らかにすることができ

た。 

（４）隋王朝による南北王朝の宮廷音楽の整

備と統合の解明 

 隋王朝による南北各王朝の宮廷音楽の整

備と統合の解明沿革を整理し、南北の宮廷音

楽が、隋王朝によって統合される過程を明ら



かとした。特に、北朝の宮廷音楽から隋王朝

の宮廷音楽が形成される初期段階、南朝旧来

の雅楽及びその制度を手中に収めた後、北朝

側の系譜と南朝側の系譜を整理・統合してい

った過程、及び隋王朝開国時期の俗楽整備の

解明されたのかを明らかにした。 
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